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目的：日本には多くの離島があり、そのほとんどは眼科診療所がない。今回我々は、眼科診

療所のない離島である長崎県平戸市度島町において、全住民を対象とした眼科検診を行

い，眼科疾患の有無と眼科受診率について調査したので報告する。 

 

対象と方法：対象は度島在住の６歳以上の全住民 592 人（のうち同意を得られた者（未成

年者は保護者の同意）。検診は、2017 年 11 月 3 -5 日に行った。視力検査，眼圧検査，細隙

灯顕微鏡検査、眼底検査などの眼科一般検査を行い，眼科受診の有無を問診した。 

 

結果：検診参加者は 384 名（男性：141 名、女性：243 名）、検診受診率は 64.9％だった。

受診者の平均年齢±SD（最小値〜最大値、中央値）は 55.5±22.4 歳（6〜92、60）だった。

何らかの眼疾患があったのは 314 人（81.8%）で、うち、眼科未受診者は 274 人（71.4%）

だった 

疾患内訳は、前眼部疾患 287 例（46.6%），白内障（視力低下をきたすもの）75 例（12.2%），

緑内障（疑い例も含む）23 例（3.7%），網膜疾患 18 例（2.9%）だった。それぞれ眼科未受

診者は、前眼部疾患 173 人（60.3%）、白内障 62 人（82.7%）、緑内障 18 人（78.3%）、網

膜疾患 14 人（77.8%）だった。 

 

結論：眼科疾患があり、眼科受診を要するもののうち、約 70%は眼科を受診していなかっ

た。 眼科診療所のない離島では定期的に眼科検診および受診啓発を行うことの必要性が示

唆された。 

 

 


